
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界各地に広がる軍事紛争。国内で着々と進む有事を想定した法案づくり。核兵器使用の危機が

ますます高まっています。かつての戦争で多くの人命を失い国が疲弊した反省から「二度と戦争を

しない」と誓った憲法にも手がつけられようとしています。歴史の岐路にある今、私たち教職員が

しなければならないのは平和な未来を子どもたちに手渡すこと。 

今年は、「過ちは繰り返さない」と核廃絶に向けた粘り強い運動を続けてノーベル平和賞を受賞

された被団協事務局長の方をお迎えし、原爆被害の実態や被爆された方の思い、出席された平和賞

授賞式のお話をうかがいます。さらに、核兵器廃絶や平和構築を求める世界の人々が集う「原水爆

禁止世界大会」に参加された青年教員の報告をうかがいます。 

子どもたちと平和な時代をどのようにつくっていくか、ご一緒に考えませんか。 

 

語りつごう！ ヒロシマ・ナガサキ・戦争 

広げよう！ わたしたちが求める平和を 

 

東京都教職員組合北多摩東支部 

第１部  原水爆禁止世界大会広島への参加報告 

        報告： 区内の青年教職員 
 

第２部  被爆体験を聞こう 

        お話： 濱住 治郎さん 

       日本原水爆被害者団体協議会 

（日本被団協）事務局長 

 

 

 

 

第１部  

主催・問い合わせ先    

都教組北多摩東支部 小金井市東町 4－39－8  

℡042－384－2941   

メール：kita-higasi@mvc.biglobe.ne.jp 

 
 

 

 

10 月 17 日（土） 17 時～19 時 

    会場  北多摩東教育会館・・・普通の戸建てです 

（東小金井駅 nonowa 口徒歩 3 分）   

どなたでもご参加いただけます（無料） 


